










（１）県内における位置関係の図面

至学館大学



 

 
JR大府駅から本学までの距離：約3㎞

 

JR共和駅から本学までの距離：約2㎞

 

JR大府駅からスクールバス｜約７分

名鉄知立駅からスクールバス｜約25分

国道23号線 有松ICから５分

（２）最寄駅からの距離、交通機関及び所要時間のわかる図面
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

（1） 学生の確保の見通し及び本学としての取り組み状況 

① 学生の確保の見通し 

ア. 定員充足の見込み 

a. 入学定員設定の考え方 

今回設置する健康科学部「体育科学科」の入学定員は 100人である。 

本学園における体育・スポーツ系分野に関する教育研究の歴史は、大正 11年の中京高等

女学校家事体操専攻科の開設以来、昭和 25年には中京女子短期大学体育科を、また、昭和

38 年には中京女子大学体育学部体育学科を開設（平成 7 年に健康科学部健康スポーツ科学

科に改組）し、その後、平成 22年に男女共学化とともに至学館大学及び至学館大学短期大

学部（以後「短大」という。）に名称変更して現在に至っており、これまで 98有余年の歴史

とともに多くの有能な人材を輩出してきている。この間、教育研究環境の充実はもとより、

学生募集対策や卒業時の進路指導等についても多くの実績をあげている。 

新しく設置する健康科学部「体育科学科」は、既設の健康科学部健康スポーツ科学科と同

一分野の体育・スポーツ系であるが、「青少年期を中心とした競技スポーツ活動を安全で科

学的にサポートするための指導者養成」を目的としている。具体的な教育目標は「健康の保

持・増進を基礎とし、青少年期を中心とした競技スポーツ活動を安全で科学的にサポートす

るための指導者として豊かな人間性とともに高度な専門知識と実践力を身につけ、人々の

健康実現に寄与できる人間力の育成」である。 

今回の申請は、同じキャンパス内にある併設の「短大体育学科」の学生募集を停止し、こ

れまで短大で培ってきた教育研究活動をさらに充実・発展させていくために、既設の健康科

学部健康スポーツ科学科を基礎として同一分野の「体育科学科」を届出により設置するもの

である。 

新しく設置する「体育科学科の入学定員」については、本学が高等教育機関としての社会

的な責任を果たしていくための経営基盤を確立するため、長期的に安定した学生確保の見

通しをもって設定する必要がある。そのため、全国や特に本学が所在する東海 4県における

体育・スポーツ・健康系の学部・学科のある大学への志願者数の動向や同系統の学部・学科

のある近隣の競合校（5校、後述）への志願状況等に加えて、既設の健康科学部健康スポー

ツ科学科や新学科の設置に伴って募集を停止する併設の短大体育学科（入学定員 120人）へ

のこれまでの志願状況ならびに入学定員の充足状況等を踏まえて設定した。 

一方、既設の健康科学部健康スポーツ科学科第3年次への編入学（入学定員30人）を希

望する学生の大半は併設の短大体育学科の卒業生であり、また、こども健康・教育学科へ

の編入学希望者もほとんどが併設の短大卒業生である（資料 1）。しかし、今回の短大廃

止に伴ってこれらの編入学希望者がほとんど見込めなくなるため、健康スポーツ科学科及



 

 

びこども健康・教育学科の編入学定員をそれぞれ廃止するのが妥当であると判断した。 

 

b. 定員を充足する見込み 

 新設する「体育科学科」の入学定員（100人）充足の見込みは、以下の通りである。 

・体育・スポーツ・健康系分野への入学志願者動向からみた定員充足の見込み 

株式会社リクルート（旧、㈱リクルートマーケティングパートナーズ）の「入試実態調査」

に掲載された「全国の大学・スポーツ系学部系統の動向」では、スポーツ系学部として体育

学部、スポーツ健康科学部、スポーツマネジメント学部、スポーツプロモーション学部等が

対象になっている。これによると、平成 10 年度以降で志願倍率が最も低いのは平成 20 年

度で、募集定員 6,455人に対して志願者数が 27,151人、志願倍率は 4.21倍であったが、令

和 2 年度では募集定員 9,531 人に対して志願者数が 43,569 人となり志願倍率も 4.57 倍と

高くなっている（資料 2）。 

なお、文部科学省「学校基本調査」より作成した「東海 4県における過去 10年間の大学

進学者数と今後 10 年間の推計」によると、令和 2 年度と令和 12 年度の大学進学者数は愛

知県が 34,821 人と 32,750 人（94.1%）、岐阜県が 8,900 人と 7,763 人（87.2%）、三重県が

7,055と 6,207人（88.0%）、静岡県が 15,759人と 13,982人（88.7%）となっており、約 6％

～13％の減少がみられる。この減少率をもとに、上記のスポーツ系学部系統の志願者数から

令和 12年度の志願者数を推計すると 40,955～37,905人となり、志願倍率は 4.29～3.98倍

となる。これらのことから、東海 4 県では 10 年後の令和 12 年度においても入学定員の確

保は十分に可能な水準にあるものと考える（資料３）。 

また、「2020年度の入試結果」を基にした株式会社リクルートの調査による「全国の体育・

スポーツ・健康系統」の志願者を本学に既設の「健康スポーツ科学科の学び」と新設する「体

育科学科の学び」の系統、及び「その他」の系統に分類すると、それぞれの志願者の割合は

48.2％、46.1％及び 5.7％となっており、新設する「体育科学科の学び」に分類される志願

者が 46.1％とかなり多い（資料 4）。 

さらに、東海 4県における体育・スポーツ・健康系の学部・学科のある大学への志願者数

の動向を、前記同様、本学が今回新設する「体育科学系」と「健康スポーツ科学系」のそれ

ぞれの学びの系統、及び「その他」の系統に分類して 2020年度入試結果を基に分析（株式

会社リクルートによる調査）すると、体育科学系統の志願者が 6,700人（48.4％）、健康ス

ポーツ科学系統が 6,944人（50.1％）、その他の系統が 205人（1.5％）となっており、ま

た、それぞれの募集人数に対しては体育科学系統が約 5.8倍、健康スポーツ科学系統が約 7

倍、その他の系統が 5.1倍の志願者数となっている（資料 5）。 

これらのことから、新設する「体育科学科の入学定員 100人」の学生確保は十分に可能で

あるものと考える。 

 

 



 

 

・近隣における体育・スポーツ・健康系の学部学科への志願者状況からみた定員充足の見込

み 

本学が所在する東海 4県には体育・スポーツ・健康系の学部学科のある大学が本学以外に

12 校ある。その中で学校間の比較が可能である過去 4 年間の志願者数等の推移をみると、

平成 29 年度の 12,594 人に対して令和 2 年度は 13,036 人と 442 人増加（3.51％)し、募集

定員に対する志願倍率は過去 4年間の平均で 6.05倍となっている(資料 6)。 

また、これら 12校の中で学部の志願者数が 1,000人以上で、しかも本学との併願者が 15

人以上いる大学 5校（愛知学院大学、愛知淑徳大学、中京大学、東海学園大学、名古屋学院

大学）を競合校として設定した(資料 7)。これらの競合校の志願者状況をみると、平成 28年

度の 9,672 人に対して令和 2 年度では 10,372 人と 700 人増加（7.24％)しており、志願倍

率も過去 5 年間の平均で約 8.9 倍とかなり高い（資料 6）。これらのうち、新設する体育科

学系統の志願者は 5,463人（52.7％）で、募集人数 811人に対して約 6.7倍とかなり高い志

願倍率となっている（資料 5）。 

これらのことからも、今回設置する「体育科学科の入学定員 100人」の確保は十分に見込

まれる。 

さらに、文部科学省の「令和 2 年度学校基本調査」による高校卒業後の状況調査による

と、過去 5 年間における大学等進学率は全国平均が 54.9％であるのに対して、東海 4 県で

は 55.7％と高く（資料 8）、また、本学の所在地である愛知県内の高校卒業生の地元大学へ

の進学率は、男子が 66.7％、女子が 76.3％（男女合計 71.1％）で男女とも全国で最も高い

（資料 9)ことなどからみても、今回設置する「体育科学科」の入学定員は十分に、かつ長

期的に確保できるものと考える。 

 

・本学に既設の健康スポーツ科学科や併設の短大体育学科への志願者状況からみた定員充

足の見込み 

本学の健康科学部健康スポーツ科学科への志願者数は、過去 5 年間の平均で約 843 人と

安定的に推移している。また、入学定員に対する志願倍率も過去 5 年間の平均で約 5.6 倍

と高く、実質倍率も約 3.1倍となっていることから、新設する「体育科学科との併願」も十

分に考えられる(資料 10)。 

また、併設の短大体育学科の過去 5 年間における志願者数の平均倍率は約 2.4 倍となっ

ており、学部への新学科設置と同時に短大の学生募集を停止することにより、新学科の方に

一定の志願者は確保できるものと考えている（資料 11）。 

さらに、併設の短大体育学科へのこれまでの志願者の中で、既設の健康科学部健康スポー

ツ科学科と併願している受験生が過去 5 年間の平均で約 53.4％も存在することから、新設

する体育科学科と健康スポーツ科学科との併願も十分に考えられる(資料 12)。 

なお、今回設置する体育科学科では、公益財団法人日本スポーツ協会公認アスレティック

トレーナーの受験資格も取得できる予定であり、これまで短大専攻科（アスレティックトレ



 

 

ーナー専攻）に進学していた学生についても一定数の受験が見込まれる (資料 12)。 

 また、本学は令和 3 年 7 月開催予定の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の組

織委員会と、大学の知的、人的、施設面での資源を活用して教育や研究、PR 活動等を推進

し、大会の成功に向けた取り組みについての連携・協定を締結している。  

さらに、県民のスポーツに関する関心を高め、選手育成の強化を進めていくことを目的と

して、愛知県とスポーツ・健康づくりの分野で連携する「体育・スポーツ振興に関する協定」

を締結している。本学が今後これらの諸活動を積極的に展開していくことにより、受験者層

への関心度はさらに高まるものと想定している。 

 

イ. 定員充足の根拠となる客観的データの概要 

前項、アで入学定員設定の考え方や定員を充足する見込みのところで客観的なデータと

して用いた根拠とその妥当性については、以下に示す通りである。 

 

<資料 1>・・「健康科学部 健康スポーツ科学科及びこども健康・教育学科の第3年次編入

学の志願者数等の推移」 

廃止予定である短大体育学科からの健康スポーツ科学科やこども健康・教育学科 3 年次

への編入学状況からみて、健康スポーツ科学科とこども健康・教育学科 3年次への編入学が

見込めなくなるため、両学科の編入学定員を廃止する必要があることを説明するための資

料として用いた。 

 

<資料 2>・・「全国の大学・スポーツ系学部系統の動向」 

 ㈱リクルートマーケティングパートナーズ(現、株式会社リクルート)「入試実態調査」に

よる全国の大学・スポーツ系学部への志願動向による志願倍率及び実質競争率の推移等か

らみて、「体育科学科の入学定員を100人」に設定しても学生の確保は十分見込まれること

を説明するための資料として用いた。 

 

<資料 3>・・「東海４県における大学進学者数の過去10年間の状況と今後10年間の推計」 

文部科学省の令和2年度学校基本調査から、東海4県における高等学校卒業生数に対して

大学進学者数が過去10年間の状況を把握し、今後10年間を推計して長期的に志願者を確保

できることを説明するための資料として用いた。 

 

<資料 4>・・「全国の体育・スポーツ･健康系学部･学科系統を 至学館大学 健康科学部健

康スポーツ科学系統､体育科学系統､その他の学びに分類した志願者状況」 

株式会社リクルートによる全国の大学・スポーツ系学部・学科を既設の健康スポーツ科学

科系統、新設する体育科学科系統、その他の分野に分類し、2020年度入試結果の志願動向か



 

 

ら、体育・スポーツ・健康系のうち、新設する「体育科学科分野」の志願者の割合を算出し、

本学が「体育科学科の入学定員を100人に設定」しても学生の確保は十分見込まれることを

説明するための資料として用いた。 

<資料 5>・・「東海4県の体育・スポーツ･健康系学部･学科系統を 至学館大学 健康科学

部 健康スポーツ科学系統､体育科学系統､その他の学びに分類した志願者

状況」 

 資料4から本学が所在する東海4県に絞り、2020年度入試結果の志願動向から、体育・ス

ポーツ・健康系のうち、新設する「体育科学科分野」の志願者の割合を算出し、本学が「体

育科学科の入学定員を100人に設定」しても学生の確保は十分見込まれることを説明するた

めの資料として用いた。 

＜資料 6＞・・｢東海地区における体育･スポーツ･健康系学部学科への志願者数の動向｣ 

㈱リクルートマーケティングパートナーズが作成した本学が所在する東海地区におけ

る体育・スポーツ・健康系の学部・学科のある大学（12 校）の中で、特に本学との競合校

である5校の志願者数が多く、志願倍率も高いことから、本学が「体育科学科の入学定員を

100人」に設定しても学生の確保は十分見込まれることを説明するための資料として用いた。 

 

<資料 7＞・・｢【2020年度入試結果調査】追跡からみた2校併願の合否実態｣ 

河合塾グループ㈱KEIアドバンスが作成した「2020年度入試結果調査」から東海地区にお

ける体育・スポーツ・健康系の学部・学科のある大学（12 校）のうち、特に本学との併願

が多くて競合校であると判断できる5校を抽出するための資料として用いた。 

<資料 8>・・「東海4県の大学・短期大学進学状況（過去5年）」 

 文部科学省の令和2年度学校基本調査を基にした過去5年間における大学等進学率は、全

国平均が54.9％であるのに対して東海4県では55.7％と高いことから「体育科学科の入学定

員を100人」に設定しても学生の確保は十分見込まれることを説明するための資料として用

いた。 

<資料 9>・・「各都道府県の地元大学進学状率（各県の大学進学者における地元大学進学者

の割合（2020年4月入学者）」 

㈱旺文社 教育情報センターがまとめた「地元大学進学者の割合」から見ると、愛知県内

高校卒業生の地元大学進学率が男子は66.7％、女子は76.3％（進学者男女合計71.1％）と、

男女ともに全国で最も高いことから「体育科学科の入学定員を100人」に設定しても学生の

確保は十分見込まれることを説明するための資料として用いた。 

<資料 10>・・「健康スポーツ科学科の志願者数等の推移」 

 本学に既設の健康スポーツ科学科（入学定員150人）への志願倍率は、過去5年間で平均5.6

倍と安定しており、しかも、実質倍率も平均3.1倍と安定的な数値が得られており、新設す



 

 

る体育科学科との併願も十分に考えられることを説明するための資料として用いた。 

 

<資料 11>・・「短期大学部 体育学科の志願者数等の推移」 

現在、本学に併設している短大体育学科（入学定員120人）への志願者数は、ここ数年漸

減の傾向にあるが、過去5年間における志願倍率の平均は約2.4倍である。 

しかし、新学科の設置と同時に併設短大の学生募集を停止することから、その志願者の一

定数は今回申請する体育科学科の志願者になると見込まれることを説明するための資料と

して用いた。 

 

<資料 12>・・「短期大学部 体育学科志願者のうち、健康科学部 健康スポーツ科学科を併

願している志願者数の推移」と「短期大学部 体育学科から専攻科（アスレテ

ィックトレーナー専攻）への進学者数の推移」 

併設する短大体育学科と既設の健康スポーツ科学科との併願状況や専攻科（アスレティ

ックトレーナー専攻）への進学状況等からみて、四大志向の学生が如何に多いかを示すため

の資料として用いた。 

 

ウ. 学生納付金の設定の考え方 

新設する「体育科学科」の学納金については、本学に既設の「健康スポーツ科学科」と同

じ金額に設定した。この金額は、前述したように愛知県内のスポーツ系学科を有する大学の

中で、特に本学との併願者が多い競合校(5校)との比較においても低い方であり、ほぼ妥当

であるものと思われる。 

なお、学納金の比較については、本学のように実験実習費に相当する経費を最初から掲載

している大学とそうでない大学とがあるため、共通して記載してある入学金、授業料、教育

充実費の合計金額で比較した（資料 13）。 

  

② 学生確保に向けた具体的な取り組み状況 

＜組織的な取り組み＞ 

募集体制としては、基本的には直接的なターゲットとして高校生に主眼を置き、会場形式

の進学相談会や高校内ガイダンスに積極的に参加するとともに、間接的なターゲットとし

ては高校訪問を行い、効果的な募集活動を行う。また、絶えず高校生の目に触れることがで

きるように、ネット媒体、受験雑誌等の紙媒体に本学の内容を掲載するとともに、常に最新

情報を掲載するために本学のホームページ（受験生サイト）を活用する。 

そのために本学の強みを今一度見直し、新設する「体育科学科」を組み入れた強みとし、

本学全体のブランディングを戦略的に行う。広報する内容としては、本学の「教育理念・目

的」及び「学部学科の教育方針・内容」、「アドミッションポリシー」、その他入試情報のみ



 

 

でなく、就職状況、資格取得状況、学生生活等の学生支援に関する情報等も含め、必ずエビ

デンスを付けるようにする。また、高校との関係づくりにおいて、単なる学生募集訪問のみ

でなく、本学の教員の強みを活かしてサポートするための出前授業、模擬授業等も入試・広

報委員会が中心となって推進する。 

 

具体的な取り組み状況は、以下の通りである。 

・各広報媒体を用いての広告  

広告媒体としては、地元紙を中心とした新聞及び高校生や高等学校教員に利用度の高

い受験雑誌やネット媒体である。 

・オープンキャンパスの開催 

オープンキャンパスは、来校した高校生に対して紙媒体やネット媒体等では伝えきれ 

ない内容や本学の雰囲気を直接伝え、より興味・関心を持ってもらえる機会であるため 

に極めて重要視しており、様々な企画を立案しながら年間に 4回開催している。また、 

現在コロナ禍において、WEB Open Campusを開設している。 

・高校訪問 

高校訪問は、本学の最新情報を高校側に提供し、より詳細な本学の特徴を理解しても 

らうため、主に渉外担当者（5名の職員）が中心となって訪問している。毎年、愛知県 

では延べ 800校、岐阜、三重、静岡を加えると、約 1,500校の高校訪問を行っている。 

 

 

 

・進学相談会・説明会 

進学相談会は、高校生への直接的な募集活動であり、地元の東海 4県を中心とした愛

知県私立大学広報委員会及び業者主催の相談会に参加している。さらに、西日本を中心

に行われている業者主催の相談会に資料のみを提供して広報活動を行っている。 

また、本学主催の高等学校教員を対象にした進学説明会は、毎年、東海 4県下（名古

屋、豊橋、岐阜、津、浜松）の 5会場で開催している。令和 2年度はコロナ禍で緊急事

態宣言が発出された為、中止した。 

・その他 

高等学校から依頼される「出前講義」や「高校内ガイダンス」への講師派遣や「キャ

ンパス見学」等のほか、入試情報、業者主催の進学相談会への参加情報等を大学のホー

ムページ上に掲載して広報活動を行っている。 

 



 

 

なお、上記の定員充足に向けては、広報・募集活動の PDCAサイクルに基づいて目標

値を定めた広報・募集事業計画と入試制度改革を含めた入試事業計画を立案し、志願倍

率を上げるとともにアドミッションポリシーに合致する質の高い学生の確保に努める。 

 

⑵ 人材需要の動向等社会の要請 

①  人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

本学園の建学の理念は『人間力の涵養』であり、大学の教育理念は『人間力の形成』であ

る。本学における『人間力』とは、『健康力』、『知的視力』、『社会力』、『自己形成力』及び

『当事者力』の 5 つの力で構成されるものと定義し、これら 5 つの力を乗じ、総合的に応

用・展開することができてはじめて真の人間力であるものと考える。 

具体的には、学生自らが主体的に行動する機会を数多く設け、自らの大学は自分たちでつ

くる「名実ともに学生が主人公」の大学づくりを目指し、『主体的な発想のもと、心身とも

に健全でたくましく、「生きる力」、「行動力」、「仲間愛」に溢れ、そして諦めないで何ごと

にも「チャレンジする精神」をもった学生を育てる』ことを本学の教育目標としている。 

また、「健康科学部」の教育目標は、大学の理念・目標を達成するために、『豊かな教養と

ともに、各学科のそれぞれの分野における深い専門知識と実践力を身につけ、健全な心身に

裏付けられた人間力をもって、人々の健康実現のために積極的に寄与・貢献できる人間の育

成』である。 

さらに、今回設置する「体育科学科」の教育目標は、『健康の保持・増進を基礎とし、青

少年期を中心とした競技スポーツ活動を安全で科学的にサポートするための指導者として

豊かな人間性とともに高度な専門知識と実践力を身につけ、人々の健康実現に寄与できる

人間力の育成』であり、教育研究の目的は、『青少年期を中心とした体育・スポーツ活動に

おける指導者の資質を高め、安全で安心できる指導環境の確立とノウハウを教育研究する

ことにより、競技力の向上を健全で科学的に行うための理論と技術を追究する』ことである。 

「体育科学科」が養成する人材像は、「学校保健体育・スポーツ活動を通して初心者から

トップ選手までをサポートできる人間力豊かな指導者」である。 

「体育科学科」を卒業後に想定される進路は、「中学校あるいは高等学校の教員、スポー

ツ系運動施設・機関等の指導員・管理者、一般企業等における競技者・スポーツ指導者・支

援者等」である。 

これらの人材養成に対応するため、「体育科学科」では、中学校教諭一種免許状（保健体

育）、高等学校教諭一種免許状（保健体育）、（一社）全国体育スポーツ系大学協議会認定ス

ポーツトレーナー（JPSU-ST）、（特法）日本トレーニング指導者協会公認トレーニング指導

者（JATI-ATI）、（公財）日本スポーツ協会認定アスレティックトレーナー（AT）の資格・課

程を組み入れている。 

 

 



 

 

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

令和 4年 4月開設予定の「体育科学科」新設構想に対しての社会的、地域的な人材需要の

動向（社会的ニーズ）を把握するため、「体育科学科」卒業後に就職先として想定される企

業を対象としたアンケート調査を株式会社進研アドに委託して行った（資料 14）。 

調査は、令和 2（2020）年 11月 20日から令和 2（2020）年 12月 21日にかけて行い、新

設する「体育科学科」の教育目標や養成する人材像と学科の特色等について記載したパンフ

レットを同封して実施した。 

アンケート用紙の送付先は全国 1,209社、回答数が 442社で回収率は 36.6％であった。 

 

・回答企業（回答者）の属性 

アンケート調査に対する回答者の人事採用への関与度については、「採用の決裁権があり、

選考にかかわっている人」が 21.7％、「採用の決裁権はないが、選考にかかわっている人」

が 63.3％であり、回答者の 85％が採用や選考にかかわる人事担当者であった。 

回答企業の本社所在地は、本学の所在地である愛知県が 53.8％と最も多く、次いで、静

岡県が 8.8％、岐阜県が 8.4％、三重県が 6.3％である。 

業種としては、スポーツ・運動系施設・機関等のサービス業が 20.8％で最も多く、その

他以外では、次いで介護施設やリハビリテーション施設等の医療・福祉が 15.2％、スポー

ツ用品等の卸売・小売業が 13.1％、地方自治体（警察・消防・行政）等の公務が 11.3％と

いう順であった。 

従業員数（正規の社員・職員）は、100～500 人未満が 34.8％で最も多く、次いで 1,000

～5,000人未満が 17.6％、50人未満が 16.7％という順であった。 

採用状況については、過去３年間の平均で 100 人以上採用している企業が 10.2％、50～

100人未満が 9.0％、30～50人未満が 7.9％、20～30人未満が 7.9％、10～20人未満が 20.6％

で合わせて 55.6％もあり、しかも毎年 1 人以上の正規社員を採用している企業が全体の

99.0％であった。 

また、次年度の採用予定については、「昨年度並み」が 45.0％で最も多く、次いで「未定」 

が 28.5％、「増やす」が 14.5％で、回答企業の半数以上が昨年度と同等かそれ以上の採用を

予定しており、本学科卒業生の安定的な需要が見込まれる。 

  

・「体育科学科」の社会的な必要性について 

今回の調査において、「どのような学問分野を学んだ人物を採用したいとお考えですか。」

という設問に対しての複数回答の結果は、「学んだ学問分野にはこだわらない」が 45.9％で

最も多かったが、次いで多かったのは今回設置する「体育科学科」 の学びである「体育・

スポーツ健康科学（トレーニング、スポーツ指導を含む）」が 33.0％という順で、新設する

「体育科学科」の教育研究の目的とその内容に対しての期待が高いことを意味している。 

また、「体育科学科」の社会的な必要性については、「これからの社会にとって必要だと思



 

 

われますか。」という設問に対して、442 社中 410 社（92.8％）が「必要だと思う」と回答

しており、多くの企業から「これからの社会にとって必要な学科である」という極めて高い

評価が得られた。 

 

 ・「体育科学科」卒業生に対する採用意向と毎年の採用想定人数について 

卒業生に対する採用意向については、「体育科学科を卒業した学生を採用したいと思われ

ますか。」という設問に対して、「採用したいと思う」という回答が 442社中 339社（76.7％）

と多く、新設する「体育科学科」卒業生への期待度が高いことを意味している。 

また、「体育科学科」卒業生を「採用したいと思う」と答えた 339社を対象として、「体育

科学科」卒業生を「毎年何名程度の採用を想定されますか。」という設問に対しての採用想

定人数の合計は 609人であり、今回設置する「体育科学科」の入学定員（100人）に対して

約 6倍もあることから、安定した人材需要があるものと思われる。 

   

・「体育科学科」の地域的な人材需要について 

回答企業の本社所在地別の調査においては、本学の所在地である愛知県に本社がある企

業の採用意向は 238社中 178社（74.8％）、採用想定人数の合計は 326人で今回新設する「体

育科学科」の入学定員（100人）の約 3.2倍、また、中部・甲信・北陸では採用想定人数の

合計が 438 人で入学定員の約 4.4 倍もあることから、地域的にもかなり安定した人材需要

が見込まれる。 
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2011( 23) 1,201,934 60,168 86.6 31,849 52.9 18,503 87.9 9,068 49.0 16,366 89.0 7,455 45.6 31,883 89.6 15,496 48.6

2012( 24) 1,191,210 60,584 86.8 31,980 52.8 18,172 87.8 8,567 47.1 16,074 88.2 7,353 45.7 32,523 89.6 15,693 48.3

2013( 25) 1,231,117 62,695 86.4 33,130 52.8 18,475 87.5 8,763 47.4 16,424 88.3 7,329 44.6 33,516 90.1 16,051 47.9

2014( 26) 1,180,838 61,326 86.6 32,598 53.2 18,263 88.4 8,656 47.4 15,798 88.0 7,158 45.3 31,726 90.2 15,314 48.3

2015( 27) 1,199,977 63,156 87.1 33,950 53.8 18,477 88.0 8,899 48.2 15,988 87.7 7,235 45.3 32,404 90.2 15,922 49.1

2016( 28) 1,190,262 63,579 87.1 34,127 53.7 18,029 87.7 8,534 47.3 15,952 88.0 7,095 44.5 32,058 90.5 15,521 48.4

2017( 29) 1,198,290 65,204 87.5 34,813 53.4 18,379 88.4 8,959 48.7 16,212 88.2 7,384 45.5 32,825 91.2 15,941 48.6

2018( 30) 1,179,808 64,684 87.7 34,725 53.7 18,240 88.1 8,868 48.6 15,695 88.2 7,055 45.0 32,434 91.4 15,744 48.5

2019( 31) 1,174,801 64,353 87.6 34,617 53.8 18,146 88.6 8,980 49.5 15,738 88.2 6,974 44.3 32,163 91.3 15,481 48.1

2020( 2) 1,167,348 63,287 87.0 34,821 55.0 17,778 88.6 8,900 50.1 15,384 87.8 7,055 45.9 31,854 90.7 15,759 49.5

2021( 3) 1,141,140 62,203 87.0 34,224 55.0 17,747 88.6 8,884 50.1 15,336 87.8 7,033 45.9 31,409 90.7 15,539 49.5

2022( 4) 1,117,095 61,041 87.0 33,585 55.0 17,241 88.6 8,631 50.1 14,840 87.8 6,806 45.9 30,722 90.7 15,199 49.5

2023( 5) 1,097,416 60,663 87.0 33,377 55.0 16,526 88.6 8,273 50.1 14,486 87.8 6,643 45.9 30,297 90.7 14,989 49.5

2024( 6) 1,062,870 58,688 87.0 32,291 55.0 16,123 88.6 8,072 50.1 13,856 87.8 6,354 45.9 29,103 90.7 14,398 49.5

2025( 7) 1,089,970 60,593 87.0 33,339 55.0 16,427 88.6 8,224 50.1 14,206 87.8 6,515 45.9 29,713 90.7 14,700 49.5

2026( 8) 1,092,118 60,969 87.0 33,546 55.0 16,143 88.6 8,081 50.1 14,060 87.8 6,448 45.9 30,081 90.7 14,882 49.5

2027( 9) 1,086,573 60,709 87.0 33,402 55.0 16,238 88.6 8,129 50.1 14,076 87.8 6,455 45.9 29,349 90.7 14,520 49.5

2028( 10) 1,070,466 60,288 87.0 33,171 55.0 15,687 88.6 7,853 50.1 13,809 87.8 6,333 45.9 28,831 90.7 14,264 49.5

2029( 11) 1,068,289 60,430 87.0 33,249 55.0 15,799 88.6 7,909 50.1 13,676 87.8 6,272 45.9 28,750 90.7 14,224 49.5

2030( 12) 1,049,877 59,524 87.0 32,750 55.0 15,508 88.6 7,763 50.1 13,536 87.8 6,207 45.9 28,262 90.7 13,982 49.5
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

- 学長
タニオカ　クニコ

谷岡　郁子
＜昭和61年6月＞

博士
(芸術工

学)

至学館大学　学長 ※
（昭和61.6～）

現　職
（就任年月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

別記様式第３号（その１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 名 簿

学 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名 年齢
保有

学位等
月額基本給
（千円）



審査意見への対応を記載した書類（７月） 

（目次） 健康科学部 体育科学科 

１．既設の健康スポーツ科学科等における志願者の状況をもって本学科の学生確保の見

通しを説明しているが、本学科で養成する人材が既設の学科等とは異なることに鑑み

れば、それらの志願者の状況が必ずしも本学科の学生確保の見通しを示す客観的根拠

になるとは判断できない。このため、客観的な根拠に基づき、本学科の長期的かつ安定

的な学生確保の見通しがあることを改めて明確に説明すること。（是正事項） 



（是正事項）健康科学部 体育科学科 

１．既設の健康スポーツ科学科等における志願者の状況をもって本学科の学生確保の見

通しを説明しているが、本学科で養成する人材が既設の学科等とは異なることに鑑み

れば、それらの志願者の状況が必ずしも本学科の学生確保の見通しを示す客観的根拠

になるとは判断できない。このため、客観的な根拠に基づき、本学科の長期的かつ安定

的な学生確保の見通しがあることを改めて明確に説明すること。 

（対応） 

審査意見 1 を踏まえ、学生確保の見通しについてより客観的な資料をもとに説明するた

め、全国の体育・スポーツ・健康系学部・学科系統を有する大学への志願者（令和 2年度入

試結果）を、本学が今回新設する「体育科学系統」と既設の「健康スポーツ科学系統」及び

「その他」の学びに分類して、それぞれの志願者状況（動向）の分析を株式会社リクルート

に依頼した。 

今回は、それらの結果をもとに資料の追加、修正、削除等を行い、定員充足の見込みにつ

いて全面的な補正を行った。 

（新旧対照表） 

旧 新 

（1）学生の確保の見通し及び本学としての取り組

み状況 

① 学生の確保の見通し

ア. 定員充足の見込み

a. 入学定員設定の考え方

今回設置する健康科学部「体育科学科」の入学定

員は 100人である。 

本学園における体育・スポーツ系分野に関する

教育研究の歴史は、大正 11年の中京高等女学校家

事体操専攻科の開設以来、昭和 25年には中京女子

短期大学体育科を、また、昭和 38年には中京女子

大学体育学部体育学科を開設（平成 7 年に健康科

学部健康スポーツ科学科に改組）し、その後、平成

22 年に男女共学化とともに至学館大学及び至学館

大学短期大学部（以後「短大」という。）に名称変

更して現在に至っており、これまで 98有余年の歴

史とともに多くの有能な人材を輩出してきてい

る。この間、教育研究環境の充実はもとより、学生

（1）学生の確保の見通し及び本学としての取り組

み状況 

①学生の確保の見通し

ア. 定員充足の見込み

a. 入学定員設定の考え方

今回設置する健康科学部「体育科学科」の入学定

員は 100人である。 

本学園における体育・スポーツ系分野に関する

教育研究の歴史は、大正 11年の中京高等女学校家

事体操専攻科の開設以来、昭和 25年には中京女子

短期大学体育科を、また、昭和 38年には中京女子

大学体育学部体育学科を開設（平成 7 年に健康科

学部健康スポーツ科学科に改組）し、その後、平成

22 年に男女共学化とともに至学館大学及び至学館

大学短期大学部（以後「短大」という。）に名称変

更して現在に至っており、これまで 98有余年の歴

史とともに多くの有能な人材を輩出してきてい

る。この間、教育研究環境の充実はもとより、学生
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募集対策や卒業時の進路指導等についても多くの

実績をあげている。 

新しく設置する健康科学部「体育科学科」は、既

設の健康科学部健康スポーツ科学科と同一分野の

体育・スポーツ系であるが、「青少年期を中心とし

た競技スポーツ活動を安全で科学的にサポートす

るための指導者養成」を目的としている。具体的な

教育目標は「健康の保持・増進を基礎とし、青少年

期を中心とした競技スポーツ活動を安全で科学的

にサポートするための指導者として豊かな人間性

とともに高度な専門知識と実践力を身につけ、

人々の健康実現に寄与できる人間力の育成」であ

る。 

今回の申請は、同じキャンパス内にある併設の

「短大体育学科」の学生募集を停止し、これまで培

ってきた教育研究活動をさらに充実・発展させて

いくために、既設の健康科学部健康スポーツ科学

科を基礎として同一分野の「体育科学科」を設置す

るものである。 

新しく設置する「体育科学科の入学定員」につい

ては、既設の健康科学部健康スポーツ科学科への

志願状況や入学定員の充足状況とともに、併設の

短大体育学科へのこれまでの志願状況ならびに入

学定員の充足状況等を踏まえて設定した。 

募集対策や卒業時の進路指導等についても多くの

実績をあげている。 

新しく設置する健康科学部「体育科学科」は、既

設の健康科学部健康スポーツ科学科と同一分野の

体育・スポーツ系であるが、「青少年期を中心とし

た競技スポーツ活動を安全で科学的にサポートす

るための指導者養成」を目的としている。具体的な

教育目標は「健康の保持・増進を基礎とし、青少年

期を中心とした競技スポーツ活動を安全で科学的

にサポートするための指導者として豊かな人間性

とともに高度な専門知識と実践力を身につけ、

人々の健康実現に寄与できる人間力の育成」であ

る。 

今回の申請は、同じキャンパス内にある併設の

「短大体育学科」の学生募集を停止し、これまで短

大で培ってきた教育研究活動をさらに充実・発展

させていくために、既設の健康科学部健康スポー

ツ科学科を基礎として同一分野の「体育科学科」を

届出により設置するものである。 

新しく設置する「体育科学科の入学定員」につい

ては、本学が高等教育機関としての社会的な責任

を果たしていくための経営基盤を確立するため、

長期的に安定した学生確保の見通しをもって設定

する必要がある。そのため、全国や特に本学が所在

する東海 4県における体育・スポーツ・健康系の学

部・学科のある大学への志願者数の動向や同系統

の学部・学科のある近隣の競合校（5校、後述）へ

の志願状況等に加えて、既設の健康科学部健康ス

ポーツ科学科や新学科の設置に伴って募集を停止

する併設の短大体育学科（入学定員 120人）へのこ

れまでの志願状況ならびに入学定員の充足状況等

を踏まえて設定した。 
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まず、既設の健康科学部健康スポーツ科学科の

入学定員は 150 人であるが、過去 5 年間における

健康スポーツ科学科への志願者数の平均は 843 人

で平均倍率は約 5.6倍と安定している（資料 1）。

一方、併設の短大は、体育学科と専攻科（アスレテ

ィックトレーナー専攻）の１学科１専攻科であり、

体育学科の入学定員は 120 人、専攻科の入学定員

は 36人であるが、体育学科への志願者数は年々減

少傾向にある。しかし、過去 5年間における志願者

数の平均倍率は約 2.4 倍となっており、学部への

新学科設置と同時に短大の学生募集を停止するこ

とにより、新学科の方に一定の志願者は確保でき

るものと考えている（資料 2）。 

また、短大体育学科への志願者のうち、併設の健

康スポーツ科学科との併願を希望している学生が

過去5年間の平均で53.4％とかなり多いことも近

年における社会的なニーズが四大志向であること

を意味している（資料3）。 

さらに、既設の健康科学部健康スポーツ科学科

第3年次への編入学（入学定員30人）を希望する学

生の大半は併設の短大体育学科の卒業生であり、

過去5年間における志願者数の平均は約51人と入

学定員を大きく上回っており、短大を卒業してか

らもなお、本学の健康科学部への進学（編入学）や

専攻科への進学を希望している学生が多い。また、

こども健康・教育学科への編入学希望者もほとん

どが併設の短大卒業生である（資料3）。 

 以上のことから、併設の短大を廃止して新しく

設置する健康科学部「体育科学科」の入学定員を

「100人」に設定するとともに、健康スポーツ科学

削除 

一方、既設の健康科学部健康スポーツ科学科第3

年次への編入学（入学定員30人）を希望する学生の

大半は併設の短大体育学科の卒業生であり、また、

こども健康・教育学科への編入学希望者もほとん

どが併設の短大卒業生である（資料 1）。 

しかし、今回の短大廃止に伴ってこれらの編入

学希望者がほとんど見込めなくなるため、健康ス

ポーツ科学科及びこども健康・教育学科の編入学
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科及びこども健康・教育学科の編入学定員を削除

することは妥当であるものと判断した。 

b. 定員を充足する見込み

 新設する「体育科学科」の入学定員充足の見込み

は、以下の通りである。 

・体育・スポーツ・健康系分野への入学志願者動向

からみた定員充足の見込み 

㈱リクルートマーケティングパートナーズの

「入試実態調査」に掲載された「全国の大学・スポ

ーツ系学部系統の動向」によると、平成 10年度以

降では平成 20 年度の志願者数が 27,151 人と最も

少なく、募集定員6,455人に対する志願倍率は4.21

倍であったが、令和 2 年度では募集定員 9,531 人

に対して志願者数が 43,569 人となり志願倍率も

4.57倍と高くなっている（資料 4）。 

一方、本学が所在する東海 4県の過去 10年間に

おけるス「スポーツ系学部志願者総数」は、平成 23

年度の 2,652人に対して令和 2年度は 3,714人（＋

40％）と大きく増加しており、「大学進学者数に占

めるスポーツ系学部志願者総数」の割合も平成 23

年度が 4.15％であったのに対して令和 2 年度では

5.58％と増加傾向にある（資料 5,6）。 

また、東海 4県の今後 10年間におけるスポーツ

系学部志願者総数の推計においても、18 歳人口が

減少する中で、過去 10 年間の平均志願者総数が

3,302人であるのに対して、その 95.7％（3,160人）

の志願者があると予想される（資料 6）。これらの

ことから、新設する「体育科学科」への学生確保は

定員をそれぞれ廃止するのが妥当であると判断し

た。 

b. 定員を充足する見込み

 新設する「体育科学科」の入学定員（100人）充

足の見込みは、以下の通りである。 

・体育・スポーツ・健康系分野への入学志願者動向

からみた定員充足の見込み 

株式会社リクルート（旧、㈱リクルートマーケテ

ィングパートナーズ）の「入試実態調査」に掲載さ

れた「全国の大学・スポーツ系学部系統の動向」で

は、スポーツ系学部として体育学部、スポーツ健康

科学部、スポーツマネジメント学部、スポーツプロ

モーション学部等が対象になっている。これによ

ると、平成 10年度以降で志願倍率が最も低いのは

平成 20年度で、募集定員 6,455人に対して志願者

数が 27,151 人、志願倍率は 4.21 倍であったが、

令和 2 年度では募集定員 9,531 人に対して志願者

数が 43,569 人となり志願倍率も 4.57 倍と高くな

っている（資料 2）。 

削除 
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十分に見込まれる。 

なお、文部科学省「学校基本調査」より作成した

「東海 4県における過去 10年間の大学進学者数と

今後 10年間の推計」によると、令和 2年度と令和

12 年度の大学進学者数は愛知県が 34,821 人と

32,750 人（94.1%）、岐阜県が 8,900 人と 7,763 人

（87.2%）、三重県が 7,055と 6,207人（88.0%）、静

岡県が 15,759人と 13,982人（88.7%）となってお

り、約 6％～13％の減少がみられる。この減少率を

もとに、上記のスポーツ系学部系統の志願者数か

ら令和 12 年度の志願者数を推計すると 40,955～

37,905 人となり、志願倍率は 4.29～3.98 倍とな

る。これらのことから、東海 4県では 10年後の令

和 12年度においても入学定員の確保は十分に可能

な水準にあるものと考える（資料３）。 

また、「2020年度の入試結果」を基にした株式会

社リクルートの調査による「全国の体育・スポー

ツ・健康系統」の志願者を本学に既設の「健康スポ

ーツ科学科の学び」と新設する「体育科学科の学

び」の系統、及び「その他」の系統に分類すると、

それぞれの志願者の割合は 48.2％、46.1％及び

5.7％となっており、新設する「体育科学科の学び」

に分類される志願者が 46.1％とかなり多い（資料

4）。 

さらに、東海 4県における体育・スポーツ・健康

系の学部・学科のある大学への志願者数の動向を、

前記同様、本学が今回新設する「体育科学系」と「健

康スポーツ科学系」のそれぞれの学びの系統、及び

「その他」の系統に分類して 2020年度入試結果を

基に分析（株式会社リクルートによる調査）する

と、体育科学系統の志願者が 6,700人（48.4％）、

健康スポーツ科学系統が 6,944人（50.1％）、その

他の系統が 205人（1.5％）となっており、また、

それぞれの募集人数に対しては体育科学系統が約
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・近隣における体育・スポーツ・健康系の学部学科

への志願者状況からみた定員充足の見込み 

本学が所在する東海 4県には体育・スポーツ・健

康系の学部学科のある大学が本学以外に 12 校あ

る。その中で学校間の比較が可能である過去 4 年

間の志願者数等の推移をみると、平成 29 年度の

12,594人に対して令和 2年度は 13,036人と 442人

増加（3.51％)し、募集定員に対する志願倍率は過

去 4年間の平均で 6.05倍となっている(資料 7)。 

また、これら12校の中で学部の志願者数が1,000

人以上で、しかも本学との併願者が 15人以上いる

大学 5 校（愛知学院大学、愛知淑徳大学、中京大

学、東海学園大学、名古屋学院大学）を競合校とし

て設定した(資料 8)。これらの競合校の志願者状況

をみると、平成 28 年度の 9,672 人に対して令和 2

年度では 10,372 人と 700 人増加（7.24％)してお

り、志願倍率も過去 5 年間の平均で 8.9 倍とかな

り高いことから、今回設置する体育科学科の定員

確保は十分に見込まれる(資料 7)。 

さらに、文部科学省の「令和 2 年度学校基本調

査」による高校卒業後の状況調査によると、過去 5

年間における大学等進学率は全国平均が 54.9％で

あるのに対して、東海 4 県では 55.7％と高く（資

5.8倍、健康スポーツ科学系統が約 7倍、その他の

系統が 5.1倍の志願者数となっている（資料 5）。 

これらのことから、新設する「体育科学科の入学

定員 100 人」の学生確保は十分に可能であるもの

と考える。 

・近隣における体育・スポーツ・健康系の学部学科

への志願者状況からみた定員充足の見込み 

本学が所在する東海 4県には体育・スポーツ・健

康系の学部学科のある大学が本学以外に 12 校あ

る。その中で学校間の比較が可能である過去 4 年

間の志願者数等の推移をみると、平成 29 年度の

12,594人に対して令和 2年度は 13,036人と 442人

増加（3.51％)し、募集定員に対する志願倍率は過

去 4年間の平均で 6.05倍となっている(資料 6)。 

また、これら12校の中で学部の志願者数が1,000

人以上で、しかも本学との併願者が 15人以上いる

大学 5 校（愛知学院大学、愛知淑徳大学、中京大

学、東海学園大学、名古屋学院大学）を競合校とし

て設定した(資料 7)。これらの競合校の志願者状況

をみると、平成 28 年度の 9,672 人に対して令和 2

年度では 10,372 人と 700 人増加（7.24％)してお

り、志願倍率も過去 5 年間の平均で約 8.9 倍とか

なり高い（資料 6）。これらのうち、新設する体育

科学系統の志願者は 5,463人（52.7％）で、募集人

数 811 人に対して約 6.7 倍とかなり高い志願倍率

となっている（資料 5）。 

これらのことからも、今回設置する「体育科学科

の入学定員 100人」の確保は十分に見込まれる。 

さらに、文部科学省の「令和 2 年度学校基本調

査」による高校卒業後の状況調査によると、過去 5

年間における大学等進学率は全国平均が 54.9％で

あるのに対して、東海 4 県では 55.7％と高く（資
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料 9）、また、本学の所在地である愛知県内の高校

卒業生の地元大学への進学率は、男子が 66.7％、

女子が 76.3％（男女合計 71.1％）で男女とも全国

で最も高い資料 10)ことなどからみても、今回設置

する「体育科学科」の入学定員は十分に、かつ長期

的に確保できるものと考える。 

・本学に既設の健康スポーツ科学科や併設の短大

体育学科への志願者状況

からみた定員充足の見込み

近年、東海 4県では体育・スポーツ・健康系の学

部学科が相次いで開設され、学生募集の競争激化

とともに 18才人口の減少等、大学を取り巻く環境

が厳しさを増している。 

しかし、本学の健康科学部健康スポーツ科学科

への志願者数は、前述したように過去 5 年間の平

均で約 843人と安定的に推移している。また、入学

定員に対する志願倍率も過去5年間の平均で約5.6

倍と高く、実質倍率も約 3.1 倍となっていること

から、新設する「体育科学科との併願」が考えられ、

定員確保は十分に見込まれる(資料 1)。 

さらに、併設の短大体育学科へのこれまでの志

願者の中で、既設の健康科学部健康スポーツ科学

科と併願している受験生が前述したように過去 5

年間の平均で約 53.4％も存在すると同時に、短大

を卒業したのち健康科学部健康スポーツ科学科の

第 3 年次に編入学する学生がかなり多いことなど

から、体育科学科と健康スポーツ科学科との併願

料 8）、また、本学の所在地である愛知県内の高校

卒業生の地元大学への進学率は、男子が 66.7％、

女子が 76.3％（男女合計 71.1％）で男女とも全国

で最も高い（資料 9)ことなどからみても、今回設

置する「体育科学科」の入学定員は十分に、かつ長

期的に確保できるものと考える。 

・本学に既設の健康スポーツ科学科や併設の短大

体育学科への志願者状況

からみた定員充足の見込み

削除 

本学の健康科学部健康スポーツ科学科への志願

者数は、過去 5 年間の平均で約 843 人と安定的に

推移している。また、入学定員に対する志願倍率も

過去 5 年間の平均で約 5.6 倍と高く、実質倍率も

約 3.1倍となっていることから、新設する「体育科

学科との併願」も十分に考えられる(資料 10)。 

また、併設の短大体育学科の過去 5 年間におけ

る志願者数の平均倍率は約 2.4 倍となっており、

学部への新学科設置と同時に短大の学生募集を停

止することにより、新学科の方に一定の志願者は

確保できるものと考えている（資料 11）。 

さらに、併設の短大体育学科へのこれまでの志

願者の中で、既設の健康科学部健康スポーツ科学

科と併願している受験生が過去 5 年間の平均で約

53.4％も存在することから、新設する体育科学科

と健康スポーツ科学科との併願も十分に考えられ

る(資料 12)。 
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が十分に見込まれる(資料 3)。 

なお、今回設置する体育科学科では、公益財団法

人日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナ

ーの受験資格も取得できる予定であり、これまで

短大専攻科（アスレティックトレーナー専攻）に進

学していた学生についても一定数の受験が見込ま

れる (資料 3)。 

また、本学は令和 3 年 7 月開催予定の東京オリ

ンピック・パラリンピック競技大会の組織委員会

と、大学の知的、人的、施設面での資源を活用して

教育や研究、PR 活動等を推進し、大会の成功に向

けた取り組みについての連携・協定を締結してい

る。  

さらに、県民のスポーツに関する関心を高め、選

手育成の強化を進めていくことを目的として、愛

知県とスポーツ・健康づくりの分野で連携する「体

育・スポーツ振興に関する協定」を締結している。

本学が今後これらの諸活動を積極的に展開してい

くことにより、受験者層への関心度はさらに高ま

るものと想定している。 

イ.定員充足の根拠となる客観的データの概要

前項、アで入学定員設定の考え方や定員を充足

する見込みのところで客観的なデータとして用い

た根拠とその妥当性については、以下に示す通り

である。 

<資料 3>・・「短期大学部 体育学科志願者数のう

ち、健康科学部 健康スポーツ科学科を併願してい

る志願者数の推移」、「健康科学部 健康スポーツ

科学科及びこども健康・教育学科の第3年次編入学

の志願者数、受験者数、合格者数、入学者数等の

推移」、「短期大学部 体育学科から専攻科（アス

レティチックトレーナー専攻）への進学者数の推

なお、今回設置する体育科学科では、公益財団法

人日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナ

ーの受験資格も取得できる予定であり、これまで

短大専攻科（アスレティックトレーナー専攻）に進

学していた学生についても一定数の受験が見込ま

れる (資料 12)。 

また、本学は令和 3 年 7 月開催予定の東京オリ

ンピック・パラリンピック競技大会の組織委員会

と、大学の知的、人的、施設面での資源を活用して

教育や研究、PR 活動等を推進し、大会の成功に向

けた取り組みについての連携・協定を締結してい

る。  

さらに、県民のスポーツに関する関心を高め、選

手育成の強化を進めていくことを目的として、愛

知県とスポーツ・健康づくりの分野で連携する「体

育・スポーツ振興に関する協定」を締結している。

本学が今後これらの諸活動を積極的に展開してい

くことにより、受験者層への関心度はさらに高ま

るものと想定している。 

イ.定員充足の根拠となる客観的データの概要

前項、アで入学定員設定の考え方や定員を充足

する見込みのところで客観的なデータとして用い

た根拠とその妥当性については、以下に示す通り

である。 

<資料 1>・・「健康科学部 健康スポーツ科学科及

びこども健康・教育学科の第3年次編入学の志願者

数等の推移」 
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移」 

併設する短大体育学科と既設の健康スポーツ科

学科との併願状況や短大体育学科から健康スポー

ツ科学科への第 3 年次編入学状況及び専攻科（ア

スレティックトレーナー専攻）への進学状況等か

らみて、四大志向の学生が如何に多いかを示すこ

とにより、今回申請する「体育科学科の入学定員

100人」の設定が妥当であるとともに、健康スポー

ツ科学科とこども健康・教育学科 3 年次への編入

学が見込めなくなるため、両学科の編入学定員を

削除する必要があることを説明するための資料と

して用いた。 

<資料 4>・・「全国の大学・スポーツ系学部系統の

動向」 

㈱リクルートマーケティングパートナーズ「入試

実態調査」による全国の大学・スポーツ系学部への

志願動向での志願倍率及び実質競争率の推移等か

らみて、「体育科学科の入学定員を100人」に設定

しても学生の確保は十分見込まれることをするた

めの資料として用いた。 

<資料 5>・・「東海４県・北陸3県における過去10

年間の大学進学者数状況と今後10年間の推計」 

文部科学省の令和2年度学校基本調査から、東海

4県・北陸3県における高等学校卒業生数に対して

大学進学者数が過去10年間でどのように推移して

いるかを把握し、今後10年間でどのように推移す

るのかを推計するための資料として用いた。 

廃止予定である短大体育学科からの健康スポー

ツ科学科やこども健康・教育学科 3 年次への編入

学状況からみて、健康スポーツ科学科とこども健

康・教育学科 3 年次への編入学が見込めなくなる

ため、両学科の編入学定員を廃止する必要がある

ことを説明するための資料として用いた。 

<資料 2>・・「全国の大学・スポーツ系学部系統の

動向」 

 ㈱リクルートマーケティングパートナーズ(現、

株式会社リクルート)「入試実態調査」による全国

の大学・スポーツ系学部への志願動向による志願

倍率及び実質競争率の推移等からみて、「体育科学

科の入学定員を100人」に設定しても学生の確保は

十分見込まれることを説明するための資料として

用いた。 

<資料 3>・・「東海４県における大学進学者数の過

去10年間の状況と今後10年間の推計」 

文部科学省の令和2年度学校基本調査から、東海

4県における高等学校卒業生数に対して大学進学

者数が過去10年間の状況を把握し、今後10年間を

推計して長期的に志願者を確保できることを説明

するための資料として用いた。 

<資料 4>・・「全国の体育・スポーツ･健康系学部･

学科系統を 至学館大学 健康科学部健康スポーツ
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<資料 6>・・「東海4県に占める大学・スポーツ系

学部系統の過去10年間の状況と今後10年間の推

計」 

㈱リクルートマーケティングパートナーズ「入

試実態調査」による全国の大学・体育学部系への志

願動向を基に、学校基本調査から東海4県における

スポーツ系学部の総志願者の推移と今後10年間の

推移を予測することにより、「体育科学科の入学定

員を100人」に設定しても学生の確保は十分見込ま

れることを説明するための資料として用いた。 

科学系統､体育科学系統､その他の学びに分類した

志願者状況」 

株式会社リクルートによる全国の大学・スポー

ツ系学部・学科を既設の健康スポーツ科学科系統、

新設する体育科学科系統、その他の分野に分類し、

2020年度入試結果の志願動向から、体育・スポー

ツ・健康系のうち、新設する「体育科学科分野」の

志願者の割合を算出し、本学が「体育科学科の入学

定員を100人に設定」しても学生の確保は十分見込

まれることを説明するための資料として用いた。 

<資料 5>・・「東海4県の体育・スポーツ･健康系学

部･学科系統を 至学館大学 健康科学部 健康スポ

ーツ科学系統､体育科学系統､その他の学びに分類

した志願者状況」 

資料4から本学が所在する東海4県に絞り、

2020年度入試結果の志願動向から、体育・スポー

ツ・健康系のうち、新設する「体育科学科分野」の

志願者の割合を算出し、本学が「体育科学科の入学

定員を100人に設定」しても学生の確保は十分見込

まれることを説明するための資料として用いた。 

削除 
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＜資料 7＞・・｢東海地区における体育･スポーツ･

健康系学部学科への志願者数の動向｣ 

㈱リクルートマーケティングパートナーズが作

成した本学が所在する東海地区における体育・ス

ポーツ・健康系の学部・学科のある大学（12 校）

の中で、特に本学との競合校である5校の志願者数

が多く、志願倍率も高いことから、本学が「体育科

学科の入学定員を100人」に設定しても学生の確保

は十分見込まれることを説明するための資料とし

て用いた。 

<資料 8＞・・｢【2020年度入試結果調査】追跡から

みた2校併願の合否実態｣ 

河合塾グループ㈱KEIアドバンスが作成した

「2020年度入試結果調査」から東海地区における

体育・スポーツ・健康系の学部・学科のある大学（12 

校）のうち、特に本学との併願が多くて競合校であ

ると判断できる5校を抽出するための資料として

用いた。 

<資料 9>・・「東海4県の大学・短期大学進学状況

（過去5年）」 

 文部科学省の令和2年度学校基本調査を基にし

た過去5年間における大学等進学率は、全国平均が

54.9％であるのに対して東海4県では55.7％と高

いことから「体育科学科の入学定員を100人」に設

定しても学生の確保は十分見込まれることを説明

するための資料として用いた。 

<資料 10>・・「各都道府県の地元大学進学状率（各

県の大学進学者における地元大学進学者の割合

（2020年4月入学者）」 

㈱旺文社 教育情報センターがまとめた「地元大

学進学者の割合」から見ると、愛知県内高校卒業生

の地元大学進学率が男子は66.7％、女子は76.3％

＜資料 6＞・・｢東海地区における体育･スポーツ･

健康系学部学科への志願者数の動向｣ 

㈱リクルートマーケティングパートナーズが作

成した本学が所在する東海地区における体育・ス

ポーツ・健康系の学部・学科のある大学（12 校）

の中で、特に本学との競合校である5校の志願者数

が多く、志願倍率も高いことから、本学が「体育科

学科の入学定員を100人」に設定しても学生の確保

は十分見込まれることを説明するための資料とし

て用いた。 

<資料 7＞・・｢【2020年度入試結果調査】追跡から

みた2校併願の合否実態｣ 

河合塾グループ㈱KEIアドバンスが作成した

「2020年度入試結果調査」から東海地区における

体育・スポーツ・健康系の学部・学科のある大学（12 

校）のうち、特に本学との併願が多くて競合校であ

ると判断できる5校を抽出するための資料として

用いた。 

<資料 8>・・「東海4県の大学・短期大学進学状況

（過去5年）」 

 文部科学省の令和2年度学校基本調査を基にし

た過去5年間における大学等進学率は、全国平均が

54.9％であるのに対して東海4県では55.7％と高

いことから「体育科学科の入学定員を100人」に設

定しても学生の確保は十分見込まれることを説明

するための資料として用いた。 

<資料 9>・・「各都道府県の地元大学進学状率（各

県の大学進学者における地元大学進学者の割合

（2020年4月入学者）」 

㈱旺文社 教育情報センターがまとめた「地元大

学進学者の割合」から見ると、愛知県内高校卒業生

の地元大学進学率が男子は66.7％、女子は76.3％
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（進学者男女合計71.1％）と、男女ともに全国で最

も高いことから「体育科学科の入学定員を100人」

に設定しても学生の確保は十分見込まれることを

説明するための資料として用いた。 

<資料 1>・・「健康スポーツ科学科の志願者数、受

験者数、入学者数等の推移」 

本学に既設の健康スポーツ科学科（入学定員150

人）への志願倍率（入学定員に対する志願者数の割

合）は、過去5年間で4.88倍～6.17倍（平均5.6倍）

と安定しており、しかも、実質倍率（受験者数／合

格者数）も約2.47～3.40倍（平均3.1倍）と安定的

な数値が得られている。このように、今回新設する

体育科学科と同一分野の健康スポーツ科学科（既

設学科）への志願状況が安定していることから「体

育科学科の入学定員100人」の設定は妥当であるこ

とを説明するための資料として用いた。 

<資料 2>・・「短期大学部 体育学科の志願者数、

受験者数、入学者数等の推移」 

現在、本学に併設している短大体育学科（入学定

員120人）への志願者数は、ここ数年漸減の傾向に

あるが、過去5年間における志願倍率の平均は約

2.4倍である。 

しかし、新学科の設置と同時に併設短大の学生

募集を停止することから、その志願者の一定数は

今回申請する体育科学科への志願者になると見込

まれるため、「体育科学科の入学定員100人」の設定

は妥当であることを説明するための資料として用

いた。 

<資料 3>・・「短期大学部 体育学科志願者数のう

ち、健康科学部 健康スポーツ科学科を併願してい

（進学者男女合計71.1％）と、男女ともに全国で最

も高いことから「体育科学科の入学定員を100人」

に設定しても学生の確保は十分見込まれることを

説明するための資料として用いた。 

<資料 10>・・「健康スポーツ科学科の志願者数等

の推移」 

本学に既設の健康スポーツ科学科（入学定員150

人）への志願倍率は、過去5年間で平均5.6倍と安定

しており、しかも、実質倍率も平均3.1倍と安定的

な数値が得られており、新設する体育科学科との

併願も十分に考えられることを説明するための資

料として用いた。 

<資料 11>・・「短期大学部 体育学科の志願者数等

の推移」 

現在、本学に併設している短大体育学科（入学定

員120人）への志願者数は、ここ数年漸減の傾向に

あるが、過去5年間における志願倍率の平均は約

2.4倍である。 

しかし、新学科の設置と同時に併設短大の学生

募集を停止することから、その志願者の一定数は

今回申請する体育科学科の志願者になると見込ま

れることを説明するための資料として用いた。 

<資料 12>・・「短期大学部 体育学科志願者のう

ち、健康科学部 健康スポーツ科学科を併願してい
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る志願者数の推移」、「健康科学部 健康スポーツ

科学科及びこども健康・教育学科の第3年次編入学

の志願者数、受験者数、合格者数、入学者数等の

推移」、「短期大学部 体育学科から専攻科（アス

レティチックトレーナー専攻）への進学者数の推

移」 

併設する短大体育学科と既設の健康スポーツ科

学科との併願状況や短大体育学科から健康スポー

ツ科学科への第 3 年次編入学状況及び専攻科（ア

スレティックトレーナー専攻）への進学状況等か

らみて、四大志向の学生が如何に多いかを示すこ

とにより、今回申請する「体育科学科の入学定員

100人」の設定が妥当であるとともに、健康スポー

ツ科学科とこども健康・教育学科 3 年次への編入

学が見込めなくなるため、両学科の編入学定員を

削除する必要があることを説明するための資料と

して用いた。 

ウ. 学生納付金の設定の考え方

新設する「体育科学科」の学納金については、本

学に既設の「健康スポーツ科学科」と同じ金額に設

定した。この金額は、前述したように愛知県内のス

ポーツ系学科を有する大学の中で、特に本学との

併願者が多い競合校(5 校)との比較においても低

い方であり、ほぼ妥当であるものと思われる。 

なお、学納金の比較については、本学のように実

験実習費に相当する経費を最初から掲載している

大学とそうでない大学とがあるため、共通して記

載してある入学金、授業料、教育充実費の合計金額

で比較した（資料 11）。 

② 学生確保に向けた具体的な取り組み状況

＜組織的な取り組み＞ 

募集体制としては、基本的には直接的なターゲ

ットとして高校生に主眼を置き、会場形式の進学

る志願者数の推移」と「短期大学部 体育学科から

専攻科（アスレティックトレーナー専攻）への進学

者数の推移」 

併設する短大体育学科と既設の健康スポーツ科

学科との併願状況や専攻科（アスレティックトレ

ーナー専攻）への進学状況等からみて、四大志向の

学生が如何に多いかを示すための資料として用い

た。 

ウ. 学生納付金の設定の考え方

新設する「体育科学科」の学納金については、本

学に既設の「健康スポーツ科学科」と同じ金額に設

定した。この金額は、前述したように愛知県内のス

ポーツ系学科を有する大学の中で、特に本学との

併願者が多い競合校(5 校)との比較においても低

い方であり、ほぼ妥当であるものと思われる。 

なお、学納金の比較については、本学のように実

験実習費に相当する経費を最初から掲載している

大学とそうでない大学とがあるため、共通して記

載してある入学金、授業料、教育充実費の合計金額

で比較した（資料 13）。 

③ 学生確保に向けた具体的な取り組み状況

＜組織的な取り組み＞ 

募集体制としては、基本的には直接的なターゲ

ットとして高校生に主眼を置き、会場形式の進学
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相談会や高校内ガイダンスに積極的に参加すると

ともに、間接的なターゲットとしては高校訪問を

行い、効果的な募集活動を行う。また、絶えず高校

生の目に触れることができるように、ネット媒体、

受験雑誌等の紙媒体に本学の内容を掲載するとと

もに、常に最新情報を掲載するために本学のホー

ムページ（受験生サイト）を活用する。

そのために本学の強みを今一度見直し、新設す

る「体育科学科」を組み入れた強みとし、本学全体

のブランディングを戦略的に行う。広報する内容

としては、本学の「教育理念・目的」及び「学部学

科の教育方針・内容」、「アドミッションポリシー」、

その他入試情報のみでなく、就職状況、資格取得状

況、学生生活等の学生支援に関する情報等も含め、

必ずエビデンスを付けるようにする。また、高校と

の関係づくりにおいて、単なる学生募集訪問のみ

でなく、本学の教員の強みを活かしてサポートす

るための出前授業、模擬授業等も入試・広報委員会

が中心となって推進する。 

具体的な取り組み状況は、以下の通りである。 

・各広報媒体を用いての広告

広告媒体としては、地元紙を中心とした新聞

及び高校生や高等学校教員に利用度の高い受験

雑誌やネット媒体である。 

・オープンキャンパスの開催

オープンキャンパスは、来校した高校生に対

して紙媒体やネット媒体等では伝えきれ 

ない内容や本学の雰囲気を直接伝え、より興味・

関心を持ってもらえる機会であるため 

に極めて重要視しており、様々な企画を立案し

ながら年間に 4回開催している。また、 

現在コロナ禍において、WEB Open Campusを開

設している。 

相談会や高校内ガイダンスに積極的に参加すると

ともに、間接的なターゲットとしては高校訪問を

行い、効果的な募集活動を行う。また、絶えず高校

生の目に触れることができるように、ネット媒体、

受験雑誌等の紙媒体に本学の内容を掲載するとと

もに、常に最新情報を掲載するために本学のホー

ムページ（受験生サイト）を活用する。

そのために本学の強みを今一度見直し、新設す

る「体育科学科」を組み入れた強みとし、本学全体

のブランディングを戦略的に行う。広報する内容

としては、本学の「教育理念・目的」及び「学部学

科の教育方針・内容」、「アドミッションポリシー」、

その他入試情報のみでなく、就職状況、資格取得状

況、学生生活等の学生支援に関する情報等も含め、

必ずエビデンスを付けるようにする。また、高校と

の関係づくりにおいて、単なる学生募集訪問のみ

でなく、本学の教員の強みを活かしてサポートす

るための出前授業、模擬授業等も入試・広報委員会

が中心となって推進する。 

具体的な取り組み状況は、以下の通りである。 

・各広報媒体を用いての広告

広告媒体としては、地元紙を中心とした新聞

及び高校生や高等学校教員に利用度の高い受験

雑誌やネット媒体である。 

・オープンキャンパスの開催

オープンキャンパスは、来校した高校生に対

して紙媒体やネット媒体等では伝えきれ 

ない内容や本学の雰囲気を直接伝え、より興味・

関心を持ってもらえる機会であるため 

に極めて重要視しており、様々な企画を立案し

ながら年間に 4回開催している。また、 

現在コロナ禍において、WEB Open Campusを開

設している。 
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・高校訪問

高校訪問は、本学の最新情報を高校側に提供

し、より詳細な本学の特徴を理解しても 

らうため、主に渉外担当者（5名の職員）が中心

となって訪問している。毎年、愛知県 

では延べ 800校、岐阜、三重、静岡を加えると、

約 1,500校の高校訪問を行っている。 

・進学相談会・説明会

進学相談会は、高校生への直接的な募集活動

であり、地元の東海 4 県を中心とした愛知県私

立大学広報委員会及び業者主催の相談会に参加

している。さらに、西日本を中心に行われてい

る業者主催の相談会に資料のみを提供して広報

活動を行っている。 

また、本学主催の高等学校教員を対象にした

進学説明会は、毎年、東海 4 県下（名古屋、豊

橋、岐阜、津、浜松）の 5会場で開催している。

令和 2 年度はコロナ禍で緊急事態宣言が発出さ

れた為、中止した。 

・その他

高等学校から依頼される「出前講義」や「高校

内ガイダンス」への講師派遣や「キャンパス見

学」等のほか、入試情報、業者主催の進学相談会

への参加情報等を大学のホームページ上に掲載

して広報活動を行っている。 

なお、上記の定員充足に向けては、広報・募集

活動の PDCA サイクルに基づいて目標値を定め

た広報・募集事業計画と入試制度改革を含めた

入試事業計画を立案し、志願倍率を上げるとと

もにアドミッションポリシーに合致する質の高

い学生の確保に努める。 

・高校訪問

高校訪問は、本学の最新情報を高校側に提供

し、より詳細な本学の特徴を理解しても 

らうため、主に渉外担当者（5名の職員）が中心

となって訪問している。毎年、愛知県 

では延べ 800校、岐阜、三重、静岡を加えると、

約 1,500校の高校訪問を行っている。 

・進学相談会・説明会

進学相談会は、高校生への直接的な募集活動

であり、地元の東海 4 県を中心とした愛知県私

立大学広報委員会及び業者主催の相談会に参加

している。さらに、西日本を中心に行われてい

る業者主催の相談会に資料のみを提供して広報

活動を行っている。 

また、本学主催の高等学校教員を対象にした

進学説明会は、毎年、東海 4 県下（名古屋、豊

橋、岐阜、津、浜松）の 5会場で開催している。

令和 2 年度はコロナ禍で緊急事態宣言が発出さ

れた為、中止した。 

・その他

高等学校から依頼される「出前講義」や「高校

内ガイダンス」への講師派遣や「キャンパス見

学」等のほか、入試情報、業者主催の進学相談会

への参加情報等を大学のホームページ上に掲載

して広報活動を行っている。 

なお、上記の定員充足に向けては、広報・募集

活動の PDCA サイクルに基づいて目標値を定め

た広報・募集事業計画と入試制度改革を含めた

入試事業計画を立案し、志願倍率を上げるとと

もにアドミッションポリシーに合致する質の高

い学生の確保に努める。 
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⑵ 人材需要の動向等社会の要請

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究

上の目的（概要）

本学園の建学の理念は『人間力の涵養』であり、

大学の教育理念は『人間力の形成』である。本学に

おける『人間力』とは、『健康力』、『知的視力』、『社

会力』、『自己形成力』及び『当事者力』の 5つの力

で構成されるものと定義し、これら 5 つの力を乗

じ、総合的に応用・展開することができてはじめて

真の人間力であるものと考える。 

具体的には、学生自らが主体的に行動する機会

を数多く設け、自らの大学は自分たちでつくる「名

実ともに学生が主人公」の大学づくりを目指し、

『主体的な発想のもと、心身ともに健全でたくま

しく、「生きる力」、「行動力」、「仲間愛」に溢れ、

そして諦めないで何ごとにも「チャレンジする精

神」をもった学生を育てる』ことを本学の教育目標

としている。 

また、「健康科学部」の教育目標は、大学の理念・

目標を達成するために、『豊かな教養とともに、各

学科のそれぞれの分野における深い専門知識と実

践力を身につけ、健全な心身に裏付けられた人間

力をもって、人々の健康実現のために積極的に寄

与・貢献できる人間の育成』である。 

さらに、今回設置する「体育科学科」の教育目標

は、『健康の保持・増進を基礎とし、青少年期を中

心とした競技スポーツ活動を安全で科学的にサポ

ートするための指導者として豊かな人間性ととも

に高度な専門知識と実践力を身につけ、人々の健

康実現に寄与できる人間力の育成』であり、教育研

究の目的は、『青少年期を中心とした体育・スポー

ツ活動における指導者の資質を高め、安全で安心

できる指導環境の確立とノウハウを教育研究する

ことにより、競技力の向上を健全で科学的に行う

ための理論と技術を追究する』ことである。 

⑵ 人材需要の動向等社会の要請

③ 人材の養成に関する目的その他の教育研究

上の目的（概要）

本学園の建学の理念は『人間力の涵養』であり、

大学の教育理念は『人間力の形成』である。本学に

おける『人間力』とは、『健康力』、『知的視力』、『社

会力』、『自己形成力』及び『当事者力』の 5つの力

で構成されるものと定義し、これら 5 つの力を乗

じ、総合的に応用・展開することができてはじめて

真の人間力であるものと考える。 

具体的には、学生自らが主体的に行動する機会

を数多く設け、自らの大学は自分たちでつくる「名

実ともに学生が主人公」の大学づくりを目指し、

『主体的な発想のもと、心身ともに健全でたくま

しく、「生きる力」、「行動力」、「仲間愛」に溢れ、

そして諦めないで何ごとにも「チャレンジする精

神」をもった学生を育てる』ことを本学の教育目標

としている。 

また、「健康科学部」の教育目標は、大学の理念・

目標を達成するために、『豊かな教養とともに、各

学科のそれぞれの分野における深い専門知識と実

践力を身につけ、健全な心身に裏付けられた人間

力をもって、人々の健康実現のために積極的に寄

与・貢献できる人間の育成』である。 

さらに、今回設置する「体育科学科」の教育目標

は、『健康の保持・増進を基礎とし、青少年期を中

心とした競技スポーツ活動を安全で科学的にサポ

ートするための指導者として豊かな人間性ととも

に高度な専門知識と実践力を身につけ、人々の健

康実現に寄与できる人間力の育成』であり、教育研

究の目的は、『青少年期を中心とした体育・スポー

ツ活動における指導者の資質を高め、安全で安心

できる指導環境の確立とノウハウを教育研究する

ことにより、競技力の向上を健全で科学的に行う

ための理論と技術を追究する』ことである。 
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「体育科学科」が養成する人材像は、「学校保健

体育・スポーツ活動を通して初心者からトップ選

手までをサポートできる人間力豊かな指導者」で

ある。 

「体育科学科」を卒業後に想定される進路は、

「中学校あるいは高等学校の教員、スポーツ系運

動施設・機関等の指導員・管理者、一般企業等にお

ける競技者・スポーツ指導者・支援者等」である。 

これらの人材養成に対応するため、「体育科学

科」では、中学校教諭一種免許状（保健体育）、高

等学校教諭一種免許状（保健体育）、（一社）全国体

育スポーツ系大学協議会認定スポーツトレーナー

（JPSU-ST）、（特法）日本トレーニング指導者協会

公認トレーニング指導者（JATI-ATI）、（公財）日本

スポーツ協会認定アスレティックトレーナー（AT）

の資格・課程を組み入れている。 

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等

を踏まえたものであることの客観的な根拠

令和 4 年 4 月開設予定の「体育科学科」新設構

想に対しての社会的、地域的な人材需要の動向（社

会的ニーズ）を把握するため、「体育科学科」卒業

後に就職先として想定される企業を対象としたア

ンケート調査を株式会社進研アドに委託して行っ

た（資料 12）。 

調査は、令和 2（2020）年 11月 20日から令和 2

（2020）年 12月 21日にかけて行い、新設する「体

育科学科」の教育目標や養成する人材像と学科の

特色等について記載したパンフレットを同封して

実施した。 

アンケート用紙の送付先は全国 1,209 社、回答

数が 442社で回収率は 36.6％であった。 

・回答企業（回答者）の属性

アンケート調査に対する回答者の人事採用への

「体育科学科」が養成する人材像は、「学校保健

体育・スポーツ活動を通して初心者からトップ選

手までをサポートできる人間力豊かな指導者」で

ある。 

「体育科学科」を卒業後に想定される進路は、

「中学校あるいは高等学校の教員、スポーツ系運

動施設・機関等の指導員・管理者、一般企業等にお

ける競技者・スポーツ指導者・支援者等」である。 

これらの人材養成に対応するため、「体育科学

科」では、中学校教諭一種免許状（保健体育）、高

等学校教諭一種免許状（保健体育）、（一社）全国体

育スポーツ系大学協議会認定スポーツトレーナー

（JPSU-ST）、（特法）日本トレーニング指導者協会

公認トレーニング指導者（JATI-ATI）、（公財）日本

スポーツ協会認定アスレティックトレーナー（AT）

の資格・課程を組み入れている。 

④ 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等

を踏まえたものであることの客観的な根拠

令和 4 年 4 月開設予定の「体育科学科」新設構

想に対しての社会的、地域的な人材需要の動向（社

会的ニーズ）を把握するため、「体育科学科」卒業

後に就職先として想定される企業を対象としたア

ンケート調査を株式会社進研アドに委託して行っ

た（資料 14）。 

調査は、令和 2（2020）年 11月 20日から令和 2

（2020）年 12月 21日にかけて行い、新設する「体

育科学科」の教育目標や養成する人材像と学科の

特色等について記載したパンフレットを同封して

実施した。 

アンケート用紙の送付先は全国 1,209 社、回答

数が 442社で回収率は 36.6％であった。 

・回答企業（回答者）の属性

アンケート調査に対する回答者の人事採用への
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関与度については、「採用の決裁権があり、選考に

かかわっている人」が 21.7％、「採用の決裁権はな

いが、選考にかかわっている人」が 63.3％であり、

回答者の 85％が採用や選考にかかわる人事担当者

であった。 

回答企業の本社所在地は、本学の所在地である

愛知県が 53.8％と最も多く、次いで、静岡県が

8.8％、岐阜県が 8.4％、三重県が 6.3％である。 

業種としては、スポーツ・運動系施設・機関等の

サービス業が 20.8％で最も多く、その他以外では、

次いで介護施設やリハビリテーション施設等の医

療・福祉が 15.2％、スポーツ用品等の卸売・小売

業が 13.1％、地方自治体（警察・消防・行政）等

の公務が 11.3％という順であった。 

従業員数（正規の社員・職員）は、100～500 人

未満が 34.8％で最も多く、次いで 1,000～5,000人

未満が 17.6％、50人未満が 16.7％という順であっ

た。 

採用状況については、過去３年間の平均で 100人

以上採用している企業が 10.2％、50～100 人未満

が 9.0％、30～50 人未満が 7.9％、20～30 人未満

が 7.9％、10～20 人未満が 20.6％で合わせて

55.6％もあり、しかも毎年 1 人以上の正規社員を

採用している企業が全体の 99.0％であった。 

また、次年度の採用予定については、「昨年度並

み」が 45.0％で最も多く、次いで「未定」 

が 28.5％、「増やす」が 14.5％で、回答企業の半数

以上が昨年度と同等かそれ以上の採用を予定して

おり、本学科卒業生の安定的な需要が見込まれる。 

・「体育科学科」の社会的な必要性について 

今回の調査において、「どのような学問分野を学

んだ人物を採用したいとお考えですか。」という設

問に対しての複数回答の結果は、「学んだ学問分野

にはこだわらない」が 45.9％で最も多かったが、

関与度については、「採用の決裁権があり、選考に
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55.6％もあり、しかも毎年 1 人以上の正規社員を

採用している企業が全体の 99.0％であった。 

また、次年度の採用予定については、「昨年度並

み」が 45.0％で最も多く、次いで「未定」 

が 28.5％、「増やす」が 14.5％で、回答企業の半数

以上が昨年度と同等かそれ以上の採用を予定して

おり、本学科卒業生の安定的な需要が見込まれる。 

・「体育科学科」の社会的な必要性について 

今回の調査において、「どのような学問分野を学

んだ人物を採用したいとお考えですか。」という設

問に対しての複数回答の結果は、「学んだ学問分野

にはこだわらない」が 45.9％で最も多かったが、
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次いで多かったのは今回設置する「体育科学科」 

の学びである「体育・スポーツ健康科学（トレーニ

ング、スポーツ指導を含む）」が 33.0％という順

で、新設する「体育科学科」の教育研究の目的とそ

の内容に対しての期待が高いことを意味してい

る。 

また、「体育科学科」の社会的な必要性について

は、「これからの社会にとって必要だと思われます

か。」という設問に対して、442社中 410社（92.8％）

が「必要だと思う」と回答しており、多くの企業か

ら「これからの社会にとって必要な学科である」と

いう極めて高い評価が得られた。 

 ・「体育科学科」卒業生に対する採用意向と毎年の

採用想定人数について 

卒業生に対する採用意向については、「体育科学

科を卒業した学生を採用したいと思われますか。」

という設問に対して、「採用したいと思う」という

回答が 442社中 339社（76.7％）と多く、新設する

「体育科学科」卒業生への期待度が高いことを意

味している。 

また、「体育科学科」卒業生を「採用したいと思

う」と答えた 339社を対象として、「体育科学科」

卒業生を「毎年何名程度の採用を想定されます

か。」という設問に対しての採用想定人数の合計は

609人であり、今回設置する「体育科学科」の入学

定員（100人）に対して約 6倍もあることから、安

定した人材需要があるものと思われる。 

・「体育科学科」の地域的な人材需要について 

回答企業の本社所在地別の調査においては、本

学の所在地である愛知県に本社がある企業の採用

意向は 238社中 178社（74.8％）、採用想定人数の

合計は 326人で今回新設する「体育科学科」の入学

定員（100人）の約 3.2倍、また、中部・甲信・北
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で、新設する「体育科学科」の教育研究の目的とそ

の内容に対しての期待が高いことを意味してい

る。 
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定員（100人）の約 3.2倍、また、中部・甲信・北
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陸では採用想定人数の合計が 438 人で入学定員の

約 4.4 倍もあることから、地域的にもかなり安定

した人材需要が見込まれる。 

陸では採用想定人数の合計が 438 人で入学定員の

約 4.4 倍もあることから、地域的にもかなり安定

した人材需要が見込まれる。 


	基本計画書
	補足資料（組織の移行表）
	校地校舎等の図面
	県内における位置関係の図面
	最寄り駅からの距離、交通機関及び所要時間のわかる図面
	校舎、運動場等の配置図

	至学館大学学則（案）
	学則の変更の趣旨とを記載した書類
	学則変更（収容定員変更）の内容
	学則変更（収容定員変更）の必要性
	学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容
	添付資料（教育課程の概要）

	学生の確保の見通し等を記載した書類
	学生確保の見通し
	学生確保に向けた具体的な取組状況
	人材の養成に関する目的とその他の教育研究上の目的（概要）
	上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠
	資料1
	資料2
	資料3
	資料4
	資料5
	資料6
	資料7
	資料8
	資料9
	資料10
	資料11
	資料12
	資料13
	資料14

	学長の氏名等
	審査意見への対応を記載した書類（7月）



